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《
了
、

本症
例
一三

十
年
前
、
赤
飯
に
食
傷
し
て
以
来
、
背
の
肺
楡
あ
た
り
か
ら
小
腹
に
か
け
て
痛
む
。
心
下
に
塊
あ
り
動
気
強
し
。
上
逆
耳
鳴
り
目
眩
あ

り
。
食
欲
は
あ
る
が
少
し
の
物
に
中
た
る
こ
と
が
あ
る
。
二
月
十
五
日
、
麦
飯
に
中
た
り
、
嘔
吐
し
て
積
が
起
こ
り
、
そ
れ
か
ら
寒
熱
の
症

状
が
出
て
吐
い
た
。
大
便
一
・
二
日
は
秘
結
す
る
。
頭
痛
あ
り
左
足
微
冷
、
積
が
起
こ
る
と
手
足
が
厭
冷
す
る
。
二
十
日
に
は
同
で
気
絶
し

た
。
去
年
蛆
虫
一
条
を
吐
い
た
。
豚
左
右
と
も
沈
細
無
力
。

医
案
、
こ
の
病
人
は
気
化
を
失
し
、
諸
気
逆
戻
し
、
中
焦
の
気
は
滞
り
や
す
く
、
諸
症
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。
処
方
、
集
香
湯
加
蕾
香
縮

砂
烏
薬
。
是
は
専
ら
利
気
の
剤
で
あ
る
か
ら
こ
の
上
に
磨
積
の
剤
を
兼
用
す
る
。

医
案
、
こ

砂
烏
薬
。
是

受
験
者
解
答

久
保
元
長

三
、
「
医
案
方
付
留
記
」
に
お
け
る
設
問
・
成
績
並
び
に
評
価

医
学
館
に
お
け
る
医
学
考
試
に
つ
い
て
（
二
）

各
人
の
答
案
を
一
瞥
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
（
「
小
字
」
は
医
学
館
側
が
下
し
た
批
評
で
あ
る
）

科

×
案
、
傷
食
腹
痛
脾
胄
の
衰
え
。
方
、
加
味
平
胄
散
陳
皮
・
蒼
尤
・
厚
朴
・
神
麹
・
山
楯
子
・
麦
芽
・
甘
草

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第
二
号
平
成
十
三
年
四
月
二
十
日
受
付

平
成
十
四
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
十
三
年
十
月
二
十
日
受
理

戸
出

一

郎
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症
例
二

四
十
二
歳
男
。
六
七
年
前
か
ら
冬
毎
に
咳
が
出
る
。
今
年
は
七
月
か
ら
咳
が
出
て
咳
血
が
二
合
ば
か
り
出
て
、
そ
の
後
疾
に
少
し
ず
つ
混

じ
り
出
る
よ
う
に
な
り
、
温
か
い
物
を
食
べ
て
体
が
温
ま
る
と
咳
が
出
る
。
特
に
食
後
に
強
く
出
る
。
夜
中
も
温
ま
る
と
咳
が
出
る
。
絶
え

熊
谷
蕪
庵
×
案
、
中
気
不
足
に
よ
る
。
方
、
順
気
和
中
湯
古
今
医
鑑

「
中
気
不
足
と
診
て
順
気
和
中
湯
を
出
す
。
中
気
不
足
な
ら
ば
補
脾
の
剤
を
与
え
る
べ
き
に
、
こ
の
方
は
中
焦
を
調
和
し
て
順
気
す
る
剤
で

あ
る
か
ら
、
医
案
と
処
方
が
矛
盾
し
て
い
る
」

松
井
素
庵
△
案
、
寒
邪
に
侵
さ
れ
て
起
こ
っ
た
症
で
あ
る
。
方
、
三
和
散
。

「
三
和
散
は
三
焦
の
気
を
調
和
す
る
剤
だ
か
ら
良
い
が
、
寒
邪
の
侵
入
に
よ
る
と
い
う
診
断
な
の
に
荘
寒
剤
が
無
い
の
は
不
合
理
で
あ
る
」

村
岡
玄
超
×
案
、
下
虚
上
実
の
候
で
、
蛆
虫
に
よ
る
。
方
、
烏
梅
丸
（
烏
梅
丸
は
蛆
虫
が
原
因
で
煩
躁
す
る
者
に
あ
た
え
る
薬
）
。

「
吐
姻
は
只
一
回
の
標
症
で
あ
り
主
意
が
分
か
っ
て
い
な
い
」

え
て
い
な
い
」

「
こ
の
症
例
は
気
化
を
失
し
て
発
し
た
症
で
、
そ
の
た
め
中
焦
の
気
の
滞
り
を
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
答
に
は
脾
胃
の
衰
え
と
あ
り
、

し
か
も
処
方
は
脾
胄
を
補
う
薬
で
は
な
く
、
脾
胄
調
和
剤
を
出
し
て
い
る
」

内
田
玄
勝
○
案
、
五
臓
不
調
脾
胄
不
和
に
よ
る
。
方
、
局
方
三
和
散
。

「
医
案
方
付
と
も
筋
合
い
相
応
で
あ
る
」

上
領
玄
碩
△
案
、
宿
積
之
症
。
方
、
養
胄
湯
。
兼
用
奇
応
丸
。

「
医
案
・
処
方
と
も
に
良
く
な
い
が
、
奇
応
丸
の
み
は
良
い
で
あ
ろ
う
」

中
川
隆
玄
×
案
、
脾
胃
虚
し
て
姻
虫
に
よ
る
衝
心
で
あ
る
。
方
、
安
蛆
理
中
湯
。

「
蛆
虫
症
と
診
て
安
姻
理
中
湯
を
出
す
。
医
案
・
処
方
と
も
に
間
違
い
で
あ
る
。
油
気
衝
逆
之
症
と
姻
虫
は
大
い
に
違
う
。
標
本
を
わ
き
ま
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ず
息
切
れ
が
あ
る
。
豚
浮
数
無
力
。
腹
筋
立
ち
、
心
下
病
し
、
按
ず
れ
ば
少
し
痛
む
。
二
便
食
事
平
常
。
寒
熱
無
し
。
舌
や
や
渇
す
。

医
案
、
肺
虚
、
津
液
不
足
す
。
故
に
咳
逆
上
気
、
火
気
上
逆
し
咳
血
す
。
処
方
、
麦
門
冬
湯
加
五
味
子
款
冬
花
桑
白
皮
。

田
中
俊
川
×
案
、
心
脾
血
虚
。
方
、
帰
脾
湯
加
犀
角
生
地
黄
麦
門
冬
。

「
こ
の
症
は
肺
火
に
よ
り
血
分
動
き
火
気
上
逆
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
逆
上
気
の
気
を
治
す
べ
き
で
あ
る
の
に
、
犀
角
生
地
黄
を
加
え
た
帰

脾
湯
を
与
え
る
の
は
適
当
で
な
い
」

症
例
三

二
十
七
歳
婦
人
。
四
年
前
、
脇
腹
痛
む
。
今
年
四
月
ご
ろ
ま
で
床
の
上
に
い
る
と
咳
が
出
て
横
に
な
れ
な
い
。
そ
の
後
、
時
々
お
こ
り
、

時
々
止
む
。
咽
の
中
に
梅
の
核
が
あ
る
よ
う
で
、
肩
か
ら
脇
へ
か
け
て
錐
を
刺
す
よ
う
に
痛
み
、
腹
へ
か
け
て
引
き
つ
り
、
気
分
が
悪
い
時

は
食
事
を
し
て
も
す
ぐ
に
飢
え
て
ま
た
食
べ
た
く
な
る
。
気
分
が
良
い
と
き
は
食
事
は
平
常
の
よ
う
で
あ
る
・
気
分
が
悪
い
と
頻
尿
に
な
り
、

頭
痛
が
す
る
と
悪
心
も
あ
り
、
一
日
の
内
度
々
気
逆
す
る
。
豚
沈
弦
遅
に
し
て
有
微
力
。
膳
の
左
に
塊
あ
り
、
圧
痛
動
気
が
あ
る
。

医
案
、
本
来
血
虚
が
あ
り
、
そ
の
中
に
癌
血
が
あ
る
。
固
腸
胄
虚
が
あ
る
と
こ
ろ
へ
寒
邪
に
犯
さ
れ
諸
症
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て

血
分
を
調
え
寒
邪
を
去
れ
ば
良
い
。
処
方
局
方
調
中
湯
加
牛
膝
延
胡
索
香
附
子
。

田
中
俊
川
△
案
、
脾
肺
虚
兼
疾
積
。
方
、
加
味
四
七
湯
。

「
こ
の
方
は
利
気
開
鯵
の
剤
で
意
味
合
い
が
違
う
。
し
か
し
四
七
湯
は
気
結
の
梅
核
気
を
主
治
す
る
剤
で
あ
る
。
こ
の
病
女
の
証
を
梅
核
気

と
見
た
か
ら
こ
の
方
を
付
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
理
に
合
わ
な
い
こ
と
で
は
な
い
」

池
田
玄
隆
×
案
、
血
虚
に
よ
る
息
切
れ
。
方
、
挟
苓
補
心
湯
。

「
こ
の
方
は
一
概
に
筋
違
い
と
も
言
え
な
い
が
、
意
味
合
い
が
相
違
し
て
い
る
」

木
村
簡
元
○
麦
門
冬
湯
金
置
。

「
こ
の
方
は
十
分
適
当
で
あ
る
」
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物
湯
四
君
子
湯
合
方
加
蟷
麻
胄
嵩
。

「
医
案
方
付
と
も
に
良
い
」

医
案
、
遺

受
験
者
解
答

症
例
二

小
児
科

症
例
一

三
歳
の
小
児
。
六
月
ご
ろ
左
鼠
径
部
腫
脹
。
一
月
膳
た
だ
れ
、
膿
が
出
る
。
大
便
か
ら
も
膿
が
出
る
。
右
脇
下
腫
脹
、
現
在
腫
れ
は
散
り
、

た
だ
腿
の
付
け
根
の
腫
れ
が
大
き
く
な
り
足
が
伸
び
な
い
。
気
重
飲
食
不
好
。
鼠
痩
。
往
来
熱
。
盗
汗
あ
り
。
脈
中
位
に
あ
り
浮
数
有
力
。

医
案
、
遺
毒
に
よ
る
腫
れ
、
化
膿
。
気
血
虚
脱
兼
宿
積
。
処
方
、
黄
罠
湯
。

十
三
歳
男
子
、
肛
門
よ
り
虫
が
出
る
。
肛
門
中
に
虫
多
く
た
ま
る
。
脈
沈
小
微
力
あ
り
。
患
の
証
。
方
、
鵬
鵠
菜
甘
草
湯
。

吉
田
俊
宅
×
案
、
宿
証
を
は
さ
む
虚
寒
。
方
、
附
子
理
中
湯
。

「
医
案
に
は
暗
証
と
言
い
な
が
ら
方
に
は
消
宿
の
義
は
な
く
、
墨
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
。
医
案
方
付
と
も
に
相
当
せ
ず
」

吉
田
俊
宅
×
案
、
丹
毒
。
胎
熱
心
脾
に
入
る
。
方
、
犀
角
消
毒
飲
或
黄
連
解
毒
湯

「
丹
毒
の
症
は
ま
っ
た
く
違
う
。
気
血
虚
脱
に
宿
証
を
兼
ね
る
者
に
黄
連
解
毒
湯
消
毒
飲
は
不
相
応
で
あ
る
」

吉
田
栄
全
○
案
、
胎
毒
あ
り
、
清
証
と
な
る
。
津
液
枯
渇
す
。
発
熱
発
汗
し
て
津
液
枯
渇
し
、
脈
中
位
に
あ
り
浮
数
有
力
。
方
、
四

池
田
玄
隆
×
案
、
積
気
腹
に
あ
り
。
方
、
大
七
気
湯
。

「
大
七
気
湯
は
磨
積
あ
い
兼
ね
専
ら
利
気
の
剤
で
あ
る
。
こ
の
病
婦
は
血
分
不
調
で
裏
寒
の
症
で
あ
る
か
ら
こ
の
処
方
は
不
相
応
で
あ
る
」

木
村
簡
元
○
方
、
千
金
調
経
湯
。

「
こ
の
方
付
は
相
応
で
あ
る
」
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町
谷
元
詮
○
一

碆
。
兼
用
肥
児
丸
。

症
例
三

九
歳
小
児
。
外
邪
治
癒
後
他
症
無
く
、
陰
嚢
腫
大
し
歩
行
に
障
害
あ
り
。
飲
食
二
便
平
。
脈
微
数
。

医
案
、
「
本
草
綱
目
」
を
参
照
し
て
よ
り
蛆
虫
症
と
診
断
。
処
方
、
理
中
安
蛆
湯
加
使
君
子
。

木
村
元
長
○
案
、
膀
胱
の
風
湿
相
醤
し
集
水
し
た
も
の
。
方
、
五
苓
散
。

「
右
医
案
方
付
一
通
り
に
て
御
座
候
」

村
上
良
元
×
案
、
風
寒
の
候
。
方
、
不
換
金
正
気
散
。

「
右
医
案
方
付
と
も
不
相
応
で
あ
る
」

町
谷
元
詮
△
案
、
少
陰
虚
し
て
風
邪
を
受
け
、
気
血
う
っ
て
陰
に
決
し
て
腫
れ
、
或
い
は
久
し
く
湿
地
に
座
し
、
風
邪
湿
気
に
傷
ら

れ
陰
嚢
が
腫
れ
た
の
で
あ
る
。
方
、
五
苓
散
加
金
鈴
子
。

「
こ
の
方
は
主
意
は
違
う
が
油
気
と
の
診
た
て
で
あ
る
か
ら
筋
合
い
は
分
か
る
」

吉
田
栄
全
×
医
案
は
難
し
い
の
で
、
お
許
し
願
い
た
い
。

「
難
治
で
は
な
い
が
若
年
に
つ
き
、
許
し
ま
し
ょ
う
」

木
村
元
長
○
案
、
湿
熱
相
榑
ち
墨
を
生
じ
た
も
の
で
、
寸
白
墨
で
あ
る
。
方
、
不
換
金
正
気
散
加
海
人
草
大
黄
。

「
是
は
相
当
し
て
い
る
。
海
人
草
は
鵬
鵤
菜
の
和
名
で
あ
る
」

村
上
良
元
×
案
、
宿
証
故
塁
は
下
っ
た
と
思
う
。
方
、
加
味
肥
児
丸
。

村
上
良
元
×
案
、
宿
証

「
是
で
治
る
と
は
思
え
な
い
」

「
是
は
一
通
り
駆
虫
の
剤
で
概
ね
相
当
す
る
」

○
案
、
湿
熱
が
大
腸
に
凝
り
塁
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
方
、
衛
生
宝
鑑
一
方
。
鶴
風
・
梹
榔
子
・
苦
棟
根
・
胡
粉
・
白
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三
歳
小
児
。
六
月
ご
ろ
か
ら
左
腿
の
付
け
根
が
腫
れ
、
正
月
に
は
勝
よ
り
排
膿
、
大
便
か
ら
も
膿
が
出
る
。
右
脇
下
腫
起
す
。
現
在
腿
の

付
根
の
腫
れ
大
き
く
足
が
伸
ば
し
が
た
い
。
膳
か
ら
は
少
し
膿
が
出
る
。
気
分
重
く
飲
食
は
好
ま
な
い
。
扇
痩
し
往
来
熱
あ
り
。
盗
汗
が
出

る
。
脈
中
位
に
あ
り
、
浮
数
や
や
有
力
。

胎
毒
が
発
し
て
瘡
腫
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
膏
薬
テ
ヤ
キ
ロ
ン
引
薬
四
香
散
。

村
山
元
格
△
案
、
遺
毒
に
よ
る
。
方
、
膳
に
馬
兜
鈴
末
を
敷
す
。
腰
部
の
褥
瘡
に
も
同
処
置
。

「
遺
毒
に
よ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
内
治
が
大
切
で
あ
る
。
膳
に
馬
兜
鈴
を
敷
く
と
し
た
が
、
馬
兜
鈴
は
湿
を
乾
燥
さ
せ
る
剤
で
、
排
膿

症
例
二

村
山
玄
格
×
案
、
流
血
上
昇
に
て
発
し
た
腫
れ
。
方
、
蒸
薬
家
方
主
治
癌
血
消
散
。
膏
薬
双
玉
膏
真
蛇
膏
。

「
本
証
は
癌
血
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
既
に
結
腫
化
膿
し
て
い
る
者
に
流
血
消
散
の
蒸
薬
は
相
当
し
な
い
」
「
膿
を
形
成
し
た
な
ら
ば
、

薬
で
化
膿
を
助
け
潰
膿
す
れ
ば
治
癒
す
る
。
膿
が
出
来
て
か
ら
消
散
の
薬
を
用
い
る
の
は
逆
治
で
あ
る
。
膏
薬
は
大
体
良
い
」

岡
田
東
淵
△
案
、
結
毒
が
長
年
裏
に
あ
っ
て
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
、
冑
竜
膏
ア
ボ
ッ
ス
、
玄
々
膏
バ
ジ
リ
コ
ム
。

「
結
毒
と
言
う
の
は
当
た
ら
な
い
。
膏
薬
は
至
極
相
当
で
あ
る
」

イ
ビ
（
止
痛
”

受
験
者
解
答

細
数
有
力
。

外症
例
一

医
案
、
耳
後
に
発
し
た
軽
症
の
積
。
心
火
旺
鯵
に
よ
り
発
す
。
処
方
、
初
め
托
裏
消
毒
飲
、
の
ち
十
全
大
補
湯
。
膏
薬
、
初
め
デ
キ
ス
デ

ビ
（
止
痛
化
膿
）
、
の
ち
ア
ボ
ホ
ス
ト
ロ
ー
ル
ム
・
ハ
ヂ
リ
コ
ム
合
方
（
去
癌
脱
腐
生
肌
）
。

五
十
歳
婦
人
。
虚
弱
。
左
耳
後
ろ
に
瘡
を
発
し
激
痛
あ
り
。
左
眼
腫
れ
ふ
さ
が
る
。
圧
痛
あ
り
。
後
潰
破
し
腐
肉
出
づ
。
脈
中
位
に
あ
り

科

泪
皿
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症
例
三

し
て
い
る
も
の
に
は
適
当
で
な
い
」

岡
田
東
淵
×
是
は
難
治
で
あ

「
こ
の
病
児
は
難
治
で
は
あ
る
が
、

癌
腐
。

少
し
ず
つ
出
る
。

曽
谷
玄
梁
○
案
、
便
毒

主
治
去
腐
肉
。
洗
薬
同
所
。

症
例
四

増
山
養
甫

剤
膏
薬
冷
。

男
子
、
去
年
暮
に
右
眉
上
に
小
瘡
を
発
し
放
置
し
現
在
に
至
る
。
今
年
三
月
十
五
日
、
魚
肉
を
食
し
翌
日
眼
胞
へ
か
け
て
腫
れ
、
も
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
頭
痛
憎
寒
あ
り
。
飲
食
排
便
自
可
、
眼
中
赤
み
な
し
。
脈
浮
。

医
案
、
痂
で
あ
る
が
庁
に
似
て
毒
気
が
強
い
。
処
方
、
初
、
清
上
防
風
湯
。
後
、
庁
毒
復
生
湯
。
外
治
、
膏
薬
温
剤
且
骨
薬
バ
ヂ
リ

．
，
今
○

医
案
、
徽
毒
留
滞
で
あ
る
。
彦
湿
解
毒
処
方
が
よ
い
。
仙
遺
糧
湯
加
大
黄
天
花
粉
当
帰
白
正
土
地
骨
。
外
治
、
洗
薬
消
毒
黒
効
膏
去

五
六
年
前
便
毒
を
発
す
。
そ
の
後
再
発
し
治
癒
す
。
先
月
陰
茎
に
宿
瘡
を
発
し
、
現
在
茎
根
と
肛
門
の
前
に
ひ
と
つ
ず
つ
瘡
あ
り
。
膿
水

「
処
方
膏
薬
洗
薬
と
も
に
相
当
で
あ
る
」

増
山
養
甫
○
案
、
先
年
の
便
毒
治
方
不
充
分
で
徽
毒
が
深
い
た
め
か
。
他
の
症
状
が
無
く
一
通
り
の
徽
毒
の
み
と
思
う
。
方
、
下
毒

「
下
毒
は
解
毒
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
処
方
膏
薬
は
大
体
よ
ろ
し
い
」

是
は
難
治
で
あ
る
か
ら
お
許
し
願
い
た
い
。

囮
で
は
あ
る
が
、
不
思
議
に
全
快
し
た
も
の
で
東
淵
が
許
し
て
と
言
う
の
も
尤
で
あ
る
」

便
毒
の
証
。
茎
根
肛
門
前
に
瘡
を
発
し
た
の
は
余
毒
が
深
い
た
め
で
あ
る
。
方
、
六
物
解
毒
湯
和
方
。
膏
薬
家
方
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症
例
二

気
が
出
る
。

医
案
、
胃

受
験
者
解
答

本
康
寿
仙

麻
・
忍
冬
．

今
年
春
か
ら
前
歯
一
枚
痛
み
、
次
第
に
増
悪
し
て
上
下
歯
牙
す
べ
て
が
痛
む
よ
う
に
な
り
、
歯
齪
は
黒
色
を
呈
し
、
針
を
刺
し
て
膿
血
を

出
し
た
と
こ
ろ
痛
み
は
止
ん
だ
。
膿
血
は
今
で
も
絶
え
ず
出
て
、
強
い
頭
痛
が
あ
る
。
飲
食
正
常
、
大
便
は
下
痢
気
味
で
、
多
食
す
れ
ば
晴

症
例
一 曽

谷
玄
梁
△
案
、
湿
熱
よ
り
起
こ
る
。
魚
肉
の
湿
物
を
食
し
た
た
め
こ
の
症
と
な
っ
た
か
。
内
経
に
、
膏
梁
変
足
り
て
大
庁
を
生
じ

る
、
と
言
う
に
あ
た
る
。
方
、
敗
毒
散
。
膏
薬
家
方
吸
膿
。

「
処
方
膏
薬
と
も
に
尤
で
あ
る
が
、
内
経
の
引
用
は
当
た
ら
な
い
」

増
山
養
甫
×
案
、
湿
熱
風
毒
に
よ
る
。
方
、
和
解
の
剤
が
よ
い
。
腫
物
は
三
稜
針
で
悪
血
を
だ
し
寒
剤
の
膏
薬
を
用
い
る
が
良
い
。

「
医
案
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
温
剤
の
膏
薬
で
全
快
し
た
症
で
あ
る
の
に
寒
剤
で
の
手
当
は
如
何
な
も
の
か
」

口
科
之
部

四
十
歳
ほ
ど
の
男
。
痩
せ
型
、
色
青
白
。
平
素
嗜
酒
。
い
つ
と
な
く
舌
下
腫
れ
、
次
第
に
口
一
杯
に
腫
大
す
。
痛
み
無
し
。
飲
酒
す
れ
ば

「
右
附
薬
は
相
応
で
あ
る
」

本
康
碩
寿
△
案
、
脾
胄
虚
弱
に
よ
る
。
方
、
加
味
四
物
湯
。
擦
薬
、
当
帰
・
生
地
黄
・
響
石
・
齋
香
。
右
末
と
し
歯
齪
へ
擦
る
。

「
本
症
は
、
こ
の
医
案
に
言
う
脾
胄
虚
弱
と
は
雲
泥
の
相
違
が
あ
る
。
方
は
良
い
で
あ
ろ
う
」

胃
中
流
熱
の
上
昇
に
よ
る
。

・
黄
苓
・
蒲
黄
。

脈
緩
有
力
。

○
案
、
胄
熱
強
の
た
め
こ
の
病
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
、
家
方
散
薬
、
黄
連
・
五
倍
子
・
甘
草
・
勺
薬
・
紫
檀
・
升

処
方
、
甘
露
飲
。
口
中
治
療
、
含
薬
家
方
生
地
黄
湯
井
貼
薬
家
方



'三1本医史学雑誌第48巻第2号(2002)193

微
痛
あ
り
。
飲
食
二
便
自
可
。
心
下
頗
る
宿
す
。
按
ず
れ
ば
痛
む
。
膀
上
動
気
あ
り
。
腹
軟
。
脈
左
右
と
も
弦
数
有
力
。

医
案
、
疾
飲
上
逆
し
て
舌
下
に
凝
集
し
て
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
処
方
、
半
夏
潟
心
湯
。
外
治
附
薬
柳
花
散
。
針
を
患
部
に
刺
し
疾
が

出
て
治
癒
す
。

茸
0

解
答
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
小
字
」
で
記
載
し
て
お
い
た
が
、
医
案
（
診
断
）
の
誤
り
、
方
付
（
処
方
）
の
誤
り
が
最
も
多
く
、

そ
の
外
は
標
本
の
間
違
い
、
診
断
と
薬
方
の
矛
盾
等
が
あ
っ
た
。
中
に
は
良
く
出
来
て
い
る
者
も
あ
り
、
反
対
に
、
小
児
科
の
吉
田
栄
全
、

外
科
の
岡
田
東
淵
の
よ
う
に
、
全
く
分
か
ら
な
い
の
で
許
し
て
く
れ
と
投
げ
出
す
受
験
生
も
あ
っ
た
。
投
げ
出
し
た
者
に
は
吉
田
栄
全
に
対

し
て
は
、
難
解
な
問
題
で
は
な
い
が
若
年
だ
か
ら
許
し
て
や
ろ
う
、
と
。
岡
田
東
淵
に
対
し
て
は
、
こ
の
病
児
は
難
治
で
は
あ
る
が
、
不
思

議
に
全
快
し
た
も
の
で
東
淵
が
許
し
て
く
れ
と
言
う
の
も
も
っ
と
も
で
あ
る
、
と
お
お
ら
か
な
返
答
で
あ
る
。

各
人
の
成
績
は
初
め
に
上
げ
て
お
い
た
通
り
で
あ
る
が
、
全
般
的
に
決
し
て
優
秀
と
は
思
え
な
い
。

「
問
答
一
件
調
書
」
並
び
に
「
医
案
方
付
留
記
」
を
合
わ
せ
て
受
験
生
の
成
績
を
表
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

や
す
い
症
例
も
あ
る
。

「
是
を
血
虚
と
言
う
の
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
処
方
も
正
し
い
と
は
言
え
な
い
」

上
記
の
よ
う
に
、
各
人
の
答
に
対
し
て
簡
単
な
評
価
を
あ
た
え
て
い
る
。
そ
の
評
価
は
医
案
と
処
方
が
適
当
で
あ
る
か
否
か
の
判
定
で
あ

っ
て
、
「
問
答
一
件
調
書
」
の
よ
う
に
幅
広
く
所
感
を
陳
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。

出
さ
れ
た
問
題
は
実
際
に
医
学
館
で
診
察
し
、
治
療
し
て
完
治
し
た
症
例
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
難
し
い
も
の
や
比
較
的
分
か
り

本
康
寿
仙
×
案
、
脾
臓
の
虚
に
よ
る
。
方
、
家
方
散
薬
天
花
粉
・
石
膏
・
棚
砂
・
竜
脳
・
辰
砂
。

「
右
、
脾
臓
の
虚
と
言
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
散
薬
は
良
い
。
し
か
し
附
薬
ば
か
り
で
は
治
る
は
ず
が
な
い
」

本
康
碩
寿
×
案
、
血
虚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
方
、
清
金
導
赤
散
黄
連
・
山
楯
子
・
木
通
・
甘
草
・
香
附
子
・
当
帰
・
山
薬
・
川
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全
体
の
成
績

氏
名
官
位
試
問
成
績

本
科

久
保
玄
長
寄
合
医
師
●
⑪
●
●
●

内
田
玄
勝
同
○
●
⑪
●
○

上
領
玄
碩
同
●
●
●
●
●
●

中
川
隆
玄
御
番
医
師
○
●
⑱
●
●
●

熊
谷
涛
庵
同
○
●
●
●
○
○

松
井
素
庵
寄
合
医
師
長
庵
悴
⑪
●
●
①
●
●
●
●

村
岡
玄
超
御
番
御
医
師
孝
運
悴
⑪
⑪
●
●
●
○

田
中
俊
川
小
普
請
御
医
師
○
○
○
⑱
○
●

池
田
玄
隆
同
⑪
⑱
●
●
●
●

木
村
簡
元
同
再
考
試
（
場
馴
れ
せ
ず
檬
朧
と
し
て
答
え
な
い
）

小
児
科

吉
田
俊
宅
寄
合
御
医
師
⑱
①
●
⑱
○
●

吉
田
栄
全
寄
合
御
医
師
栄
元
悴
⑪
⑱
○
○
○
○
○
○

岡
了
節
小
普
請
御
医
師
○
○
⑱
○
○

木
村
元
長
同
○
○
⑪
○
○
○

村
上
良
元
同
⑨
●
●
●
●
●
●
●
●

・cc8o ●○○○○○○○○ 素
読
「
医
案
方
付
留
記
」

×
×

○
×

受
験
せ
ず

○
○

×
×

○××
○×△×△× △○××
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に
窓
‐

本
康
寿
仙
小

本
康
碩
寿
同

合
計
二
十
二
名

村
山
元
格

岡
田
束
淵

曽
谷
玄
梁

増
山
養
甫

－
Ｉ

外
科

町
谷
玄
詮

（
胆
）

考
試
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り
明
白
に
な
っ
た
が
、
こ
の
成
績
が
受
験
生
の
そ
の
後
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
武
鑑
そ
の
他

（
咽
）
、
（
Ｎ
）

の
資
料
に
よ
り
そ
の
後
の
生
活
や
地
位
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。

久
保
元
長
元
長
の
名
は
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
よ
り
文
化
八
年
（
一
八
二
）
ま
で
寄
合
御
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
。
同
九
年
以
後

は
寄
合
久
保
長
貞
、
次
い
で
玄
貞
と
な
る
。
三
百
俵
。

内
田
玄
勝
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
よ
り
文
化
五
年
二
八
○
八
）
ま
で
寄
合
医
師
。
同
六
年
よ
り
十
年
ま
で
奥
詰
御
医
師
。
二
百
俵
。

上
領
玄
碩
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
寄
合
医
師
、
同
七
年
、
寛
政
元
年
の
武
鑑
に
は
寄
合
と
し
て
表
れ
る
が
以
後
見
ら
れ
な
い
・

中
川
隆
玄
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
よ
り
御
番
医
師
。
寛
政
六
年
二
七
九
四
）
よ
り
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）
ま
で
表
御
番
医
師
。
享
和

口

四
、
主
と
し
て
寛
政
六
年
以
後
に
お
け
る
受
験
生
の
官
位
の
状
況

御
番
医
師

同小
普
請
御
医
師

同 園小
普
請
御
医
師

同
碩
庵
悴

●
●
●

、
Ｏ
く
く

●○○0

○
○
●
●
●
○
●
○
△

・888

の8 D O D O

Do9･①○

●●⑪●●●

ooo8●○

×
△

△
×

○
△

（
Ｊ
×

△○
××
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木
村
簡
元
武
鑑
に
表
れ
な
い
。
父
謙
庵
は
天
明
四
年
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
載
る
。
采
地
五
百
石
。

吉
田
俊
宅
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
よ
り
寛
政
七
年
ま
で
寄
合
医
師
と
し
て
載
る
。
五
百
石
二
十
人
扶
持
。

吉
田
栄
全
武
鑑
に
は
表
れ
な
い
。
父
栄
元
の
名
は
天
明
六
年
よ
り
寛
政
十
一
年
ま
で
寄
合
医
師
と
し
て
載
る
。

岡
了
節
武
鑑
に
父
了
伯
は
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
よ
り
寛
政
四
年
（
一
七
九
三
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
載
る
。
了
節
は
天
明

六
年
（
一
七
八
六
、
父
了
伯
と
あ
る
）
よ
り
小
石
川
療
養
所
医
師
禄
百
俵
で
載
る
。
同
三
・
四
年
に
了
節
の
名
は
無
く
、
五
年
に
再
び
小
石
川

療
養
所
医
師
と
し
て
現
れ
、
こ
の
時
の
禄
は
三
百
五
十
俵
と
あ
る
。
了
節
は
寛
政
四
年
に
家
督
を
継
い
で
い
る
。
寛
政
五
年
ま
で
小
石
川
療

養
所
に
勤
務
し
、
同
六
年
は
了
純
が
勤
め
、
寛
政
七
・
八
年
（
一
七
九
五
・
六
）
に
は
再
び
了
節
が
療
養
所
勤
務
と
し
て
載
る
。
寛
政
九
年
西

城
の
奥
医
と
な
り
法
眼
に
叙
せ
ら
る
。
天
保
武
鑑
に
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
よ
り
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
ま
で
奥
医
師
岡
櫟
仙
院
法

印
。
三
百
五
十
石
と
し
て
載
る
。
嘉
永
七
年
よ
り
そ
の
子
良
允
が
奥
御
医
師
岡
良
允
法
眼
と
し
て
載
る
。
三
百
五
十
俵
。

松
井
素
庵
武
鑑
腰

村
岡
玄
超
寛
政
七
年

よ
り
同
四
年
（
一
八
○
再

田
中
俊
川
寛
政
八
岸

庵
と
な
る
。
百
五
十
俵
。

池
田
玄
隆
武
鑑
に
圭

る
◎

二
百
俵
。

二
年
、
奥
医
師
法
眼
、
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
よ
り
天
保
二
年
ま
で
中
川
常
春
院
法
印
と
な
る
。
二
十
口
。

熊
谷
涛
庵
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
小
普
請
。
寛
政
五
年
二
七
九
三
）
よ
り
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
載
る
。

武
鑑
に
松
井
素
庵
の
名
は
表
れ
な
い
・

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
よ
り
寛
政
十
二
年
二
八
○
○
）
ま
で
小
石
川
療
養
所
御
医
師
と
し
て
載
る
。
享
和
元
年
（
一
八
○
一
）

（
一
八
○
五
）
ま
で
父
の
跡
を
継
ぎ
表
御
番
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
が
、
以
後
表
れ
な
い
。
二
百
俵
。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
よ
り
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
。
文
化
三
年
以
後
は
田
中
俊

武
鑑
に
表
れ
な
い
。
父
玄
達
は
天
明
九
年
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
載
る
。
稟
米
二
百
俵
の
と
こ
ろ
一
六
○
俵
に
減
額
さ
れ
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鈴
い
い
。

町
谷
玄
詮
（
元
聿

眼
二
百
俵
と
あ
る
。

本
康
寿
仙
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
以
下
「
寛
政
譜
」
）
に
よ
れ
ば
、
寿
仙
は
医
業
に
暗
く
、
し
か
も
行
跡
悪
く
出
仕
を
止
め
ら
れ
た
。
そ
の

後
許
さ
れ
る
も
彼
の
名
は
武
鑑
に
は
表
れ
な
い
。
百
俵
月
俸
五
口
。

本
康
碩
寿
「
寛
政
譜
」
に
徳
隣
（
の
り
ち
か
）
と
あ
る
の
み
で
「
官
医
家
譜
」
に
も
武
鑑
に
も
載
っ
て
い
な
い
。

（
Ⅲ
）

村
山
元
格
武
鑑
に
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
よ
り
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
ま
で
表
御
番
外
科
・
三
十
人
扶
持
と
あ
る
。
「
街
談
録
」
に

よ
れ
ば
、
桂
川
甫
周
よ
り
出
さ
れ
た
問
題
に
対
し
て
全
く
解
答
出
来
ず
、
帰
宅
後
直
ち
に
吐
血
し
て
死
亡
し
た
と
い
う
。

岡
田
東
淵
武
鑑
に
は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
ま
で
表
御
番
外
科
と
し
て
載
る
。

曾
谷
玄
梁
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
よ
り
同
十
二
年
ま
で
表
御
番
外
科
と
し
て
曽
谷
玄
梁
の
名
前
が
載
る
。
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
よ

り
玄
梁
は
伯
安
と
変
わ
り
文
政
九
年
二
八
二
六
）
ま
で
続
く
。
同
十
年
以
後
曽
谷
の
名
は
消
え
る
。
二
百
俵
。

増
山
養
甫
天
明
七
年
二
七
八
七
）
よ
り
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
ま
で
小
石
川
養
生
所
に
増
山
元
寿
二
十
人
扶
持
と
あ
り
、
寛
政
三
年

か
ら
七
年
ま
で
養
生
所
に
増
山
養
甫
二
十
人
扶
持
と
あ
る
。
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
か
ら
十
年
ま
で
表
御
番
外
科
と
し
て
載
る
。
寛
政
九
年

本
康
碩
寿

成
績
別
展
望

か
ら
西
城
の
奥
医
と
な
る
。

ｌ
２
－
ｆ
ｆ

町
谷
玄
詮
（
元
詮
）
武
鑑
に
は
元
詮
の
名
は
表
れ
な
い
。
父
元
悦
は
天
明
二
・
三
年
（
一
七
八
二
・
三
）
、
西
の
丸
奥
医
師
に
町
谷
元
悦
法

村
上
良
元

い
。
四
百
俵
。

木
村
玄
長
寛
政
十
・
十
一
年
（
一
七
九
八
・
九
）
に
は
奥
御
医
師
木
村
玄
長
法
眼
と
し
て
載
る
。
二
百
俵
。
十
二
年
以
後
そ
の
名
は
表
れ

上
記
の
よ
う
に
、
受
験
生
の
そ
の
後
の
運
命
は
頗
る
多
彩
で
あ
る
が
、
各
受
験
生
に
こ
の
考
試
の
成
績
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の

武
鑑
に
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
よ
り
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
ま
で
番
医
と
し
て
載
る
。
そ
の
後
村
上
の
名
は
表
れ
な
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岡
了
節
は
成
績
が
良
く
「
出
精
し
、
良
く
勉
強
し
て
い
る
が
、
格
別
才
気
が
あ
る
と
も
言
え
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
寛
政
八
年
ま
で
小

石
川
療
養
所
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
が
、
寛
政
九
年
に
は
西
城
の
奥
医
と
な
り
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
徳
川
家
斉
・
家
慶
の
信
頼
を

得
て
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
八
）
法
印
に
叙
せ
ら
れ
た
。
奉
職
五
年
の
後
、
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
八
十
五
歳
で
没
し
た
。

木
村
元
長
は
成
績
が
良
く
、
「
才
気
も
あ
り
、
抜
群
の
御
医
師
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
わ
れ
た
。
武
鑑
に
は
寛
政
十
・
十
一
年
（
一
七
九

八
・
九
）
に
は
奥
医
師
木
村
玄
長
法
眼
、
二
百
俵
と
あ
る
。
十
二
年
以
後
そ
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

吉
田
栄
全
は
「
問
答
一
件
調
書
」
の
成
績
は
二
十
二
名
中
最
高
の
も
の
で
あ
り
、
講
評
も
「
。
：
抜
群
の
御
医
師
に
相
成
り
申
す
べ
く
存
じ

奉
り
候
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
彼
の
名
は
武
鑑
に
載
ら
ず
、
「
寛
政
譜
」
に
は
忠
直
栄
元
の
息
と
し
て
忠
実
栄
全
の
名
前
が
あ
る
の
み
で

官
位
は
な
い
。
「
官
医
家
譜
」
で
は
「
寛
政
七
年
正
月
二
十
二
日
医
業
出
精
に
付
御
褒
詞
、
同
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
家
督
」
と
あ
る
の
み

こ
れ
ら
五
名
の
受
験
者
の
成
績
は
何
れ
も
良
い
も
の
で
あ
る
。

田
中
俊
川
に
対
し
て
は
、
既
に
「
問
答
一
件
調
書
」
で
述
べ
た
が
．
体
常
に
心
掛
け
厚
く
、
医
学
医
術
と
も
に
研
究
罷
り
あ
り
候
義
と

相
見
申
し
候
。
年
若
に
候
問
、
猶
ま
た
こ
の
上
出
精
仕
り
候
い
て
抜
群
の
者
に
も
相
成
る
べ
き
や
に
存
じ
奉
り
候
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
翌
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
表
御
番
医
師
と
な
り
武
鑑
に
よ
れ
ば
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ま

で
あ
る
。

で
続
い
て
い
る
。

れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
か
。
今
そ
の
成
績
を
上
・
中
・
下
の
三
段
階
に
大
別
し
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。
特
に
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
者
の
名
前
を
挙
げ

（
本
科
）
小
普
請
田
中
俊
川

（
小
児
科
）
寄
合
悴
吉
田
栄

（
外
科
）
小
普
請
曽
谷
玄
梁

吉
田
栄
全
、
小
普
請
岡
了
節
、
小
普
請
木
村
元
長
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寄
合
久
保
玄

普
請
本
康
寿
仙

寄
合
久
保
玄
長
は
、
文
化
八
年
（
一
八
二
）
ま
で
寄
合
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
。
寄
合
上
領
玄
碩
は
天
明
五
年
二
七
八
五
）
寄
合
と

な
り
寛
政
元
年
ま
で
武
鑑
に
の
る
が
以
後
は
見
ら
れ
な
い
。
（
寄
合
長
庵
悴
）
松
井
素
庵
は
武
鑑
に
は
表
れ
な
い
・
そ
の
後
は
記
録
が
無
い
・
小

普
請
池
田
玄
隆
は
「
心
得
無
き
者
」
と
叱
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
名
は
記
録
に
無
い
。
小
普
請
村
上
良
元
は
明
和
四
年
二
七
六
七
）
父
の
遺
跡

を
継
ぐ
。
寛
政
三
年
、
家
業
に
熟
せ
ず
、
行
跡
不
良
に
よ
り
出
仕
を
止
め
ら
れ
、
四
年
に
ゆ
る
さ
れ
る
。
十
年
に
致
仕
す
。
武
鑑
に
は
表
れ

な
い
。
御
番
外
科
医
村
山
元
格
は
天
明
八
年
遺
跡
を
継
ぎ
寛
政
六
年
十
一
月
二
十
八
日
死
す
。
祖
父
御
番
外
科
元
珍
は
明
和
七
年
死
し
、
父

元
章
は
医
師
で
は
な
く
明
和
八
年
に
死
亡
し
た
。
元
格
は
遺
跡
を
継
ぎ
番
医
と
な
っ
た
も
の
の
師
に
恵
ま
れ
ず
、
杉
田
玄
白
に
師
事
し
た
が

十
分
学
ぶ
事
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
普
請
本
康
寿
仙
。
そ
の
名
は
武
鑑
に
は
表
れ
な
い
。
寛
政
三
年
、
医
業
に
暗
く
、
行
跡
宜

曽
谷
玄
梁
も
成
績
が
良
く
、
「
学
術
と
も
に
心
掛
け
厚
く
、
出
精
仕
り
、
後
に
御
用
立
ち
申
す
べ
き
者
」
と
賞
さ
れ
た
。
寛
政
七
年
番
医
に

列
し
、
二
百
俵
を
給
う
。
享
和
二
年
よ
り
伯
安
と
改
名
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
ま
で
武
鑑
に
載
る
。

上
述
の
よ
う
に
成
績
抜
群
の
五
名
の
う
ち
、
小
普
請
岡
・
木
村
の
二
名
は
奥
医
師
・
法
印
・
法
眼
と
な
っ
て
い
る
。
小
普
請
曽
谷
は
寛
政

七
年
番
医
に
昇
進
し
三
十
一
年
勤
め
て
い
る
。
小
普
請
田
中
は
寛
政
七
年
番
医
に
抜
擢
さ
れ
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
ま
で
続
い
て
い
る
。
た

だ
吉
田
栄
全
の
み
が
褒
賞
を
受
け
た
に
も
拘
ら
ず
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
寛
政
の
医
学
考
試
は
単
に
医
官
に
奮
起

を
促
し
励
み
を
与
え
る
と
い
う
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
寛
政
元
年
の
通
達
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
官
医
の
身
分
・
禄
高
の
細
捗
を
行
う
目
安

と
し
て
参
考
に
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
人
達
の
資
質
と
日
頃
の
努
力
が
評
価
を
得
た
最
大
の
理
由
で
あ

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
が
、
寛
政
六
年
以
後
遠
く
な
い
時
期
に
昇
進
を
得
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
医
学
考
試
の
結
果
が
そ
の
後
の

に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
逆
に
成
績
の
悪
か
っ
た
者
は
ど
う
な
っ
た
か
。
そ
の
例
と
し
て
次
の
七
名
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

寄
合
久
保
玄
長
、
寄
合
上
領
玄
碩
、
寄
合
悴
松
井
素
庵
、
小
普
請
池
田
玄
隆
、
小
普
請
村
上
良
元
、
御
番
村
山
元
格
、
小
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し
か
ら
ざ
る
た
め
出
仕
を
止
め
ら
れ
籠
居
、
四
年
に
許
さ
れ
る
も
そ
の
後
は
不
明
。
武
鑑
に
記
録
が
無
い
。

以
上
の
よ
う
に
寛
政
の
医
学
考
試
で
成
績
が
特
に
悪
か
っ
た
者
七
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
久
保
玄
長
以
外
は
何
れ
も
記
録
が
無
く
そ
の
運

命
は
わ
か
ら
な
い
。
ひ
と
り
村
山
元
格
は
考
試
の
二
ヶ
月
後
に
死
亡
し
て
い
る
。
彼
等
が
官
医
と
し
て
栄
光
あ
る
後
半
生
を
送
っ
た
と
は
思

え
な
い
。
官
医
が
公
報
に
表
れ
な
く
な
る
事
は
公
人
と
し
て
良
い
方
向
へ
進
ん
で
い
な
い
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
中
間
の
成
績
の
者
は
ど
う
な
っ
た
か
。
そ
の
名
を
列
記
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

寄
合
内
田
玄
勝
、
御
番
中
川
隆
元
、
御
番
熊
谷
癖
庵
、
御
番
悴
村
岡
玄
超
、
寄
合
吉
田
俊
宅
、
小
普
請
町
谷
玄
詮
、
御
番

岡
田
東
淵
、
小
普
請
増
山
養
甫
、
小
普
請
本
康
碩
寿

内
田
玄
勝
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
ま
で
寄
合
医
師
、
同
六
年
よ
り
十
年
ま
で
奥
詰
御
医
師
、
二
百
俵
。
中
川
隆
玄
は
享
和
元
年
（
一
八

○
一
）
ま
で
御
番
医
師
、
享
和
二
年
奥
医
師
法
眼
。
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
よ
り
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
ま
で
中
川
常
春
院
法
印
と
な
る
。

熊
谷
癖
庵
は
文
化
二
年
ま
で
表
御
番
医
師
と
し
て
武
鑑
に
載
る
。
村
岡
玄
超
は
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
よ
り
寛
政
十
二
年
ま
で
小
石
川
養
生

所
勤
務
、
享
和
元
年
二
八
○
一
）
よ
り
同
四
年
ま
で
表
御
番
医
師
。
吉
田
俊
宅
は
寛
政
七
年
ま
で
寄
合
医
師
。
寛
政
七
年
四
月
七
日
死
す
。

町
谷
玄
詮
は
武
鑑
に
表
れ
な
い
、
小
普
請
で
終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
岡
田
東
淵
は
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
ま
で
御
番
医
師
。
増
山
養
甫
は

寛
政
七
年
二
七
九
五
）
ま
で
小
石
川
養
生
所
勤
務
、
同
八
年
か
ら
十
年
ま
で
表
御
番
外
科
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
西
城
の
奥
医
と

な
る
。
本
康
碩
寿
は
記
録
に
現
れ
な
い
。

上
記
の
よ
う
に
中
位
の
九
人
の
う
ち
本
康
碩
寿
を
除
い
て
、
三
人
は
御
番
又
は
寄
合
医
師
か
ら
奥
医
師
に
ま
で
出
世
を
し
て
お
り
村
岡
は

養
生
所
か
ら
番
医
へ
出
世
、
熊
谷
・
岡
田
・
町
谷
は
そ
れ
ぞ
れ
番
医
・
小
普
請
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
寛
政
六
年
に
お
け
る
医
学
考
試
の
成
績
は
、
そ
の
後
の
官
位
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
彼
等
の
昇
進
に
何
ら
か
の
影
響
を
あ

た
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
記
の
よ
う
に
成
續
の
良
か
っ
た
五
人
の
う
ち
二
人
ま
で
短
期
間
の
う
ち
に
奥
医
師
に
出
世
を
し
、
他
の
二

人
も
翌
年
番
医
に
昇
進
し
て
い
る
。
こ
と
に
彼
等
の
父
の
地
位
は
寄
合
で
あ
っ
た
り
番
医
で
あ
っ
た
り
す
る
が
奥
医
師
は
一
人
も
い
な
い
こ
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と
を
思
え
ば
、
彼
ら
が
自
ら
（

い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
引
き
か
え
成
績
の
悪
か
っ
た
七
人
は
消
息
も
分
か
ら
ず
、
中
に
は
證
責
を
受
け
た
も
の
も
あ
り
、
昇
進
し
た
も
の
は
一
人
も
い
な

い
・
そ
れ
ぞ
れ
の
父
は
寄
合
か
番
医
で
あ
る
が
、
政
治
的
に
子
息
の
地
位
を
確
保
し
た
り
昇
進
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

成
績
中
間
の
人
達
で
は
三
名
の
者
が
奥
詰
又
は
奥
医
師
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
内
二
名
は
父
も
奥
医
師
で
あ
る
。
そ
の
他
の
者
は
ほ
ぼ
変

わ
ら
ぬ
地
位
を
保
っ
て
生
涯
を
過
ご
し
て
い
る
。

封
建
時
代
家
督
制
度
下
の
官
医
の
地
位
は
原
則
的
に
は
変
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
、
官
医
の
世
界
の
拙
捗

が
、
意
外
に
公
平
に
、
本
人
の
努
力
や
実
力
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
封
建
時
代
で
も
こ
の
時
だ

け
の
現
象
で
あ
ろ
う
か
。
又
松
平
定
信
の
寛
政
改
革
の
影
響
が
こ
こ
に
も
及
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
の
深
い
問
題
で
あ
る
。

上
記
の
よ
う
に
、
寛
政
六
年
に
施
行
さ
れ
た
医
学
考
試
は
、
受
験
し
た
若
い
下
級
医
官
や
医
官
の
子
弟
の
学
力
並
び
に
臨
床
経
験
の
程
度

を
多
少
で
は
あ
る
が
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
幕
府
が
企
図
し
た
所
は
、
こ
れ
ら
の
医
官
の
学
力
を
知
っ
て
成
績
優
秀
者
の
登
用
、
劣
等
者

の
罷
免
、
降
格
の
処
分
を
考
え
る
、
ま
た
は
そ
の
参
考
に
す
る
と
言
う
目
的
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
実
際
に
は
家
督
制
度
の
も
と
で
は
難

し
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
考
試
を
す
る
こ
と
に
よ
り
彼
ら
に
勉
学
の
指
針
を
与
え
、
発
奮
を
促
し
、
次
代
を
担
う
官
医
と
し
て
の
質

的
向
上
を
図
っ
た
も
の
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
調
査
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
こ
れ
が
有
無
を
言
わ
さ
ぬ
証
拠
と
し

て
残
さ
れ
、
幕
府
の
意
図
に
沿
わ
な
い
者
に
は
鉄
槌
を
下
す
資
料
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
残
る
。
巷
間
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
必
ず
し
も
家
督
制
度
を
絶
対
の
も
の
と
し
て
実
力
よ
り
も
制
度
そ
の
も
の
を
重
ん
じ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
医
術
の
世
界
は
特
別

の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
片
時
も
出
精
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
と
定
信
は
何
度
も
通
達
を
出
し
て
い
る
が
、
定
信
の
考
え
に
全
面
的
に
協
力
し
て

五
、
考
察
並
び
に
結
語

彼
ら
が
自
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
を
得
た
も
の
と
思
わ
れ
、
寛
政
の
改
革
の
一
端
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
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医
学
館
で
の
講
書
書
目
は
、
蹄
寿
館
の
時
代
か
ら
大
き
な
変
化
は
無
く
、
天
明
六
年
に
出
さ
れ
た
百
日
教
育
に
関
す
る
通
達
に
よ
れ
ば
、

本
草
・
霊
枢
・
素
問
・
難
経
・
傷
寒
論
・
金
直
要
略
が
基
本
と
さ
れ
、
更
に
甲
乙
経
・
千
金
方
・
外
台
秘
要
方
・
諸
病
源
候
論
・
格
致
余
論
・

湖
洞
集
が
あ
り
、
そ
の
う
え
経
絡
・
経
穴
の
講
義
ま
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
授
業
内
容
か
ら
見
て
、
考
試
の
問
題
は
古
典
の
内
容
に
関
す
る
問
題
が
出
さ
れ
る
は
ず
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
案
に

相
違
し
て
、
古
典
は
素
読
の
み
で
あ
り
、
問
題
は
す
べ
て
臨
床
に
直
結
す
る
診
断
（
医
案
）
で
あ
り
処
方
（
方
付
）
で
あ
っ
た
。
し
か
も
か
な

り
難
し
い
と
思
わ
れ
る
問
題
が
多
く
、
当
時
は
そ
の
よ
う
な
患
者
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
受
験
者
達
は
さ
ぞ
苦
心
し
た
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
一
方
、
施
行
す
る
医
師
た
ち
の
学
識
の
深
さ
や
臨
床
的
技
術
の
高
さ
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

古
典
の
内
容
に
関
す
る
問
題
よ
り
も
実
技
に
関
す
る
問
題
を
出
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
当
時
医
学
館
の
指
導
者
た
ち
が
持
っ
て
い

た
医
師
の
価
値
観
と
し
て
、
臨
床
の
実
技
に
熟
達
す
る
こ
と
が
最
も
重
大
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
る
。
多
紀
元
堅

の
害
し
た
「
時
還
読
我
書
続
篇
」
の
一
節
に
、
「
…
学
舎
書
生
ハ
三
等
二
分
テ
リ
（
治
学
兼
備
ヲ
上
等
ト
シ
、
治
足
リ
テ
学
不
足
ヲ
中
等
ト
シ
、
学

足
リ
テ
治
不
足
ヲ
下
等
ト
ス
）
」
と
あ
る
。
医
学
館
に
お
い
て
は
治
学
兼
備
を
理
想
と
し
な
が
ら
、
術
を
な
に
よ
り
も
重
ん
じ
、
学
の
上
に
置
い

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
元
堅
は
幕
末
考
証
学
の
偉
大
な
指
導
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
に
し
て
こ
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
考
証
学

或
い
は
考
証
学
派
の
人
々
に
対
す
る
認
識
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
政
六
年
の
考
試
の
問
題
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
誠
に

れ
る
。
定
信
拠

る
の
で
あ
る
。

い
る
の
が
多
紀
家
で
あ
っ
て
、
唇

が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
多
碕

っ
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

松
平
定
信
と
多
紀
氏
医
学
館
と
の
協
力
関
係
の
も
と
に
あ
っ
て
、
各
医
官
の
出
精
努
力
は
そ
れ
な
り
に
評
価
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

る
。
定
信
は
寛
政
五
年
七
月
に
致
仕
す
る
が
、
彼
等
の
精
神
は
脈
々
と
医
学
館
に
伝
え
ら
れ
て
行
き
、
学
・
術
共
に
未
曾
有
の
高
み
に
至

、
医
学
医
術
に
同
じ
よ
う
な
厳
し
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
抱
い
て
い
る
所
に
両
者
の
思
想
的
政
治
的
協
力
関
係

多
紀
安
長
が
奥
か
ら
の
推
薦
者
を
排
除
し
て
降
格
さ
れ
た
の
も
、
安
易
な
妥
協
を
許
さ
ぬ
厳
し
い
使
命
感
を
持
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多
紀
家
の
医
学
に
対
す
る
信
念
を
察
す
る
に
、
安
元
（
元
孝
）
が
天
明
六
年
、
幕
府
へ
提
出
し
た
願
に
依
っ
て
安
藤
対
馬
守
よ
り
発
せ
ら
れ

た
幕
府
の
布
告
に
あ
る
よ
う
に
、
医
学
の
基
本
と
す
べ
き
精
神
は
、
中
国
に
起
こ
り
わ
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
内
経
を
初
め
と
す
る
古
典
に
説

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

天
明
六
年
正
月
十
二
日
、
安
藤
対
馬
守
よ
り
発
せ
ら
れ
た
布
告
の
う
ち
に
次
の
よ
う
な
箇
条
が
あ
る
。

「
百
日
の
内
、
医
学
館
に
お
い
て
講
釈
・
会
読
致
す
べ
く
候
書
面
之
義
は
本
草
・
霊
枢
・
素
問
・
難
経
・
傷
寒
論
・
金
置
要
略
に
て
候
。
右

六
部
の
書
は
医
之
あ
る
中
の
古
書
に
て
、
何
れ
の
流
儀
た
り
と
も
医
学
之
基
に
候
間
、
医
家
子
弟
講
説
を
遂
承
申
さ
ず
候
て
は
、
相
済
申
さ

ざ
る
事
に
付
、
日
割
致
し
置
き
、
百
日
之
内
、
何
れ
も
全
部
承
遂
さ
せ
候
様
に
規
則
を
立
て
置
き
候
事
」

「
経
絡
穴
取
等
の
わ
ざ
を
以
っ
て
相
伝
え
候
類
は
、
こ
れ
ま
た
右
日
割
の
内
別
会
を
立
て
置
き
、
百
日
之
内
相
済
候
様
に
規
則
を
立
て
置
き

候
事
。
但
し
、
本
草
・
霊
枢
・
素
問
の
三
部
は
巻
数
多
く
候
間
、
常
態
講
釈
会
読
等
致
し
候
て
は
、
両
三
年
も
掛
か
り
候
に
付
、
承
候
若
年

之
輩
な
ど
、
長
候
間
、
退
屈
致
し
、
一
部
の
始
終
を
遂
承
申
さ
ざ
る
者
も
相
見
候
。
之
に
よ
り
右
の
趣
規
則
を
立
て
置
き
候
。
尤
、
傷
寒
論
．

金
置
要
略
・
難
経
の
三
部
巻
数
少
候
に
付
、
そ
の
後
は
甲
乙
・
千
金
・
外
台
・
病
源
な
ど
、
或
い
は
格
致
・
湖
泗
之
類
承
り
候
は
、
望
み
に

任
せ
会
読
又
は
講
釈
な
ど
致
す
べ
く
候
事
。

本
草
別
し
て
巻
数
多
く
候
間
、
毎
朝
会
読
に
致
し
、
霊
枢
・
素
問
は
隔
日
講
釈
に
致
し
、
閖
日
下
見
復
見
も
相
成
り
候
様
に
日
取
り
を
充

興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

置
候
事
」

上
記
の
二
項
か
ら
多
紀
家
の
医
学
観
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
明
か
で
あ
る
。
何
よ
り
も
古
典
を
重
ん
じ
、
そ
の
後
の
医
書
は
そ

れ
に
次
ぐ
も
の
と
見
て
、
後
者
は
会
読
・
講
釈
な
ど
学
生
に
あ
る
程
度
自
由
研
究
の
余
地
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
湯
液
家

の
み
な
ら
ず
鍼
灸
家
に
も
当
て
ら
れ
て
い
た
。

多
紀
元
孝
の
曾
孫
に
当
た
る
元
堅
は
、
「
時
還
読
我
書
続
編
」
の
中
で
医
学
館
の
教
育
方
針
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
「
教
導
の
方
は
、
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寛
政
甲
寅
考
試
の
資
料
を
賜
り
、
種
々
ご
教
示
下
さ
っ
た
鶴
見
大
学
教
授
関
根
透
先
生
並
び
に
多
く
の
資
料
を
い
た
だ
き
ご
指
導
下
さ
っ
た
北
里

研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曾
戸
洋
先
生
・
町
泉
寿
郎
先
生
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

寛
政
六
年
の
考
試
記
録
を
見
て
も
、
問
題
は
日
常
多
く
接
す
る
臨
床
の
問
題
で
あ
る
が
、
医
案
と
方
は
古
典
を
指
針
と
し
て
述
べ
ら
れ
、

古
典
の
素
養
無
く
し
て
は
解
答
し
得
な
い
高
度
の
解
釈
が
要
求
さ
れ
て
い
た
。
一
見
複
雑
極
ま
り
な
い
症
状
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

も
、
古
典
の
説
く
処
に
照
ら
し
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
そ
の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
処
置
の
本
道
を
誤
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。
医
学
館
に

お
け
る
医
学
教
育
の
要
諦
は
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

精
神
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

本
草
経
・
素
問
・
霊
枢
・
難
経
・
傷
寒
論
・
金
置
の
六
部
を
毎
日
輪
講
な
さ
し
め
、
都
講
こ
れ
を
折
衷
し
、
そ
の
他
の
書
を
も
輪
講
し
、
更

に
経
絡
・
鍼
灸
・
診
法
・
薬
物
・
医
案
・
疑
問
六
条
の
会
を
設
け
、
各
々
都
講
こ
れ
を
教
導
す
」

さ
ら
に
文
久
三
年
、
多
紀
元
佶
の
「
医
学
館
学
規
」
に
は
医
術
の
要
諦
は
古
典
に
あ
る
事
を
、
病
理
・
診
法
を
挙
げ
て
具
体
的
に
説
い
て

い

ス
○ク

○
こ
の
よ
う
に
多
紀
家
で
は
代
々
古
典
を
最
も
重
ん
じ
て
き
た
の
で
あ
り
、
多
紀
家
を
中
心
と
す
る
考
証
学
の
発
展
は
こ
の
真
蟄
な
る
求
道


